
力学 中間試験問題 (2009.12.15)

1. 質量が無視できる長さ 60cmの細い一様な棒の真ん中Oに質量20gのおもり を、

棒の一端Aに質量 30gのおも り を、 も う 一端Bに質量 50gのおも り を取り 付けた

系を考える。 おも り の大きさは無視できるものと する。

(1) この系の質量中心の場所はどこか。 棒の一端Aからの距離で解答せよ。

棒の真ん中Oに、 棒と 直交する回転軸を取り つけて回転できるよ う にした。

(2) この系の回転軸のまわり の慣性モーメ ント を求めよ。

(3) 棒が回転軸のまわり を周期 2.0sで回転していた。 回転の角速度と 運動エネル

ギーを求めよ。

2. 質量 4kgの物体が x軸上を運動する。 物体の位置 xの単位を m（ メ ート ル） と

したと き、 ポテンシャルエネルギーは U(x) = x2
− 2x[J]で与えられる。

(1) U(x)のグラフを書きなさい。

(2) 物体に働く 力F (x)を求めよ。

(3) 物体が平衡状態にあると きの力学的エネルギーEmecの値と 物体の位置 xを求

めよ。 また、 この平衡状態が安定か不安定か答えよ。

(4)物体の力学的エネルギーEmecが 15Jと する。 x = 1mの位置での物体の速度を

求めよ。 また、 この物体が運動する xの範囲を求めよ。

3. 長さ lの細い棒の一端が点Oで固定され、 回転できるよ う になっている。 棒の

も う 一端に質量Mの小さな物体Aが固定されている。棒の質量は無視でき、運動

によって変形しないと する。 重力加速度は g と する。

(1)鉛直下方と 棒のなす角度を θで表す。 物体Aのポテンシャルエネルギーを θの

関数と して求めよ。 ただし、 物体Aが支点Oの下方Pにあると きをポテンシャル

エネルギーの基準点と する。

物体Aが点Pで静止していたと き、質量mの小さな物体Bが水平方向から速さ v0

で物体Aに衝突し、 2つの物体は合体した。 衝突時の物体Bの速度の方向を x軸

の正の向きにと る。

(2) 合体直後の物体の速度、 全運動エネルギーを求めよ。

(3) 物体Aが物体Bに及ぼした力積、 物体Bが物体Aに及ぼした力積を求めよ。

ただし、 力積の符号は x軸の正の向きを正と する。

(4) 衝突合体後、 物体は P点より も hだけ高い点まで上昇したと する。 衝突時の

物体Bの速さ v0を求めよ。 ただし、 h < lと する。


